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◆ 今月の相場見通し ◆ 今月の注目ポイント

りそなホールディングス 市場企画部
りそな銀行 国際事業部

※各マーケットコメントは4月38日（水）9:00現在
※休日の実績は前営業日

◆ 新興国通貨見通し

◆ 今月の重要日程

米経済動向とテーパリング議論に要注目

テーマ 注目度 今月の注目ポイント

景気
動向

○

【米物価・雇用動向】6/4の雇用統計、6/10のCPIが注目される。前
月CPIが大きく上振れたが一過性要因も強く、継続性と内容が重要。

【国内ワクチン接種進捗】足元日本株の出遅れ目立つが要因の1つが
ワクチン接種の遅れ。接種体制は徐々に本格化しており、順調に進
めば見直し要因ともなる。

金融
政策

◎

【FRB・ECBのテーパリング議論】6月は日米欧の中銀会合が予定さ
れる。注目は米国と欧州。米国はクラリダFRB副議長が資産買入縮
小の検討開始に言及し、テーパリング議論の機運が高まっている。た
だし検討にあたり重要となる雇用情勢は4月指標で減速、まだ見極
めが必要な段階といえる。6月FOMCで大きく進捗するシナリオはメイ
ンではないだろう。一方、欧州では足元の景気回復期待でPEPPの
買入縮小観測が高まっていたが、ここにきてラガルド総裁を始め主要
メンバーから政策変更を否定する発言が相次いだ。景気回復が十分
でない状況でのユーロ高・欧州金利上昇に対しては警戒感も強い。

人民元・円 16.8 ～ 17.5 レアル・円 20.5 ～ 21.5

バーツ・円 3.37 ～ 3.55 メキシコペソ・円 5.40 ～ 5.70

ルピア・円 0.75 ～ 0.80 ルーブル・円 1.48 ～ 1.55

ルピー・円 1.47 ～ 1.54

ドル・円 (円) 109.85 108.50 ～ 111.50

ユーロ・ドル (ドル) 1.219 1.20 ～ 1.23

ユーロ・円 (円) 133.93 130.00 ～ 135.00

ポンド・ドル (ドル) 1.419 1.38 ～ 1.44

ポンド・円 (円) 155.83 153.00 ～ 158.00

豪ドル・円 (円) 84.72 83.50 ～ 87.50

NZドル・円 (円) 79.65 78.00 ～ 82.00

日経平均 (円) 29,149 28,500 ～ 30,500

NYダウ (ドル) 34,529 33,500 ～ 35,800

日本 (%) 0.083 0.04 ～ 0.16

米国 (%) 1.594 1.45 ～ 1.75

5月28日現在 6月の予想
(矢印は3月末比）

USD
膠着間の強い相場が続きやすいが目先のリスクは上方向

EUR

ECBの早期テーパリング観測が後退しユーロは下落

GBP

変異株の拡大に注意もタカ派的な英中銀がポンドを下支え

AUD

NZD
金融市場のリスク選考継続で底堅く推移

株式

相場

金融事態宣言は延長もワクチン接種のペースアップが好感

金利の安定や財政議論の進展期待から上昇

長期

金利

国内固有の要因乏しく、米金利なりの動きとなりやすい

足元の物価上昇やテーパリングについての発言は織り込みが進む
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ド ル 円

◆ 今月の相場見通し① 為替（ドル・ユーロ）

ユ ー ロ

出所：Bloomberg

ユーロドル（左軸：ドル）

ユーロ円（右軸：円）

出所：Bloomberg

米ドル円

ドル円は引き続きもみ合い相場とみるがリスクは上方向と想定
5月のドル円相場は値幅が約1.5円と膠着感の強い相場となった。月前半はリスクセンチメントの
改善を受けて、またコモディティ高による資源国通貨の上昇や欧州経済の見直しによるユーロ高の
裏でドル安圧力が強かったものの、同時に円安も進行。リスク選好時には円も売られやすく、日本
のワクチン接種の遅れによる景気回復懸念、日本株の出遅れは円売り材料となっている。
先行きも当面は相場環境に変化なく108-110円台を中心に膠着感の強い相場が続きやすい
と想定しているが、目先の変動リスクは上方向に強いとみている。
このところのドル円は米長期金利との連動性が高い。米国では、景気回復を受けてFRB執行部
からテーパリング議論の開始に向けた発言がなされている。6月FOMCを経て観測が強まれば米金
利上昇を通じてドル円は上値を試す可能性。また、バイデン政権の長期経済プログラムも共和党
との協議が実施されており、2022年会計年度の予算教書は6兆ドルと非常に大規模なものとなっ
た。財政赤字も膨張も想定され米金利を低下しづらくする材料となる。

108.50 – 111.50円ドル円は横ばい

ユーロドル

ユーロ円

ユーロドル、ユーロ円はともに下落を予想
5月のユーロは、ドルに対して上昇、円に対しても上昇となった。月初、予想を大きく下回った米雇
用統計を受けたドル売りで、ユーロドルは4月の高値を超え、1.215後半まで上昇。予想以上の
米CPIの上昇でユーロドルは一時売られたが、欧州主要国でワクチン接種が進展したことや経済正
常化によるテーパリング観測からユーロが買われ、月を通してユーロは堅調に推移した。
6月のユーロは対ドル及び対円ともに下落と予想する。6月のECB理事会ではPEPP購入ベース
が減速するかどうかが注目を集めるが、直近複数のECB高官のハト派発言を受け、早期テーパリン
グ観測が後退している。一方、テーパリングに言及した米FRB高官が複数人いるなかで、ユーロに
比べドルが選好される可能性が高いとみる。

ユーロドルは下落

ユーロ円は下落

1.20– 1.23ドル

130.00 – 135.00円
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ポ ン ド

◆ 今月の相場見通し② 為替（ポンド・豪ドル・NZドル）

豪 ド ル ・ N Z ド ル

出所：Bloomberg

豪ドル・NZドルチャート

豪ドル円（左軸：円）

NZドル円（右軸：円）

出所：Bloomberg

豪ドル・NZドルチャート

ポンドドル（左軸：ドル）ポンド円（右軸：円）

出所：Bloomberg

豪ドル円

NZドル円

豪ドル円、NZドル円は上昇を予想
5月のオセアニア通貨は月初にリスク選好ムードで上昇も、その後主要国株式が軟調となったこ
とで上昇分を巻き戻す展開となった。豪ドル円は中国との対立激化も重石となり月間では小幅
高。一方、NZドル円は5/26に行われたNZ中銀会合で金融政策を据え置きつつも、予想外に
2022年の利上げを示唆したことを受けて大きく上昇、一時80円台に乗せた。
6月も金融市場は総じてリスク選好的な動きとみており、豪ドル円・NZドル円は底堅く推移しや
すいと予想している。日本の景気出遅れ懸念による円安も押し上げ要因となろう。
スケジュールでは6/1に開催される豪中銀会合が注目されるが、豪中銀は量的緩和等の再延
長等について7月会合で議論するとしており、今回は大きな材料にはならないとみられる。
一方順調な景気回復を続ける豪経済であるがコロナリスクの拡大には注意。南半球では感染
拡大しやすい冬を迎え、ビクトリア州では5/28から短期ロックダウンも実施されている。

豪ドル円は上昇

NZドル円は上昇

83.50 – 87.50円

78.00 – 82.00円

ポンドドル

ポンド円

ポンドドル、ポンド円はともに横ばいを予想
5月のポンドは対ドル、対円ともに上昇した。ワクチン接種の進展やロックダウンの段階的な解除
がポンドの支援材料となり、ポンドは堅調に推移した。5月6日の英中銀金融政策決定会合は市
場予想通りでポンドへの影響は限定的。スコットランドの議会選挙でスコットランド民族党が過半
数に届かず、英国分裂リスクが後退したことから5月10日にポンドは大きく上昇した。その後、方向
感がなく推移も、5月27日に英中銀メンバーの早期利上げ発言をうけ、ポンドは再び上昇した。
6月のポンドはドル及び円に対して横ばいを予想。ワクチン普及が進みロックダウンの解除が段階
的に進められているが、イギリスではインド変異株の拡大も確認されており、経済正常化にブレーキ
をかける要因になる可能性がある。ロックダウン解除延期への懸念もありポンドの上値は重そう。一
方、ややタカ派の英中銀はポンドの下支えになるだろう。

ポンドドルは横ばい

ポンド円は横ばい

1.38– 1.44ドル

153.00 – 158.00円
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◆ 今月の相場見通し③ 株式、長期金利

長 期 金 利 見 通 し

株 式 見 通 し

日経平均（左軸：円）

NYダウ（右軸：ドル）

出所：Bloomberg

米国10年金利（％）

日本10年金利（％）

日本2年金利（％）

出所：Bloomberg
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米国2年金利（％）

日経平均 日経平均は上昇

NYダウ

NYダウは上昇を予想
ワクチン接種により経済の正常化が進む中で、引き続き米国の経済指標に注目。先月大幅に減
速した雇用指標や、市場予想を大きく上振れた物価指標について、今月の数字が注目される。
テーパリングについてはFRB高官による言及も相次いでおり、織り込みが進んでいる。金利が落ち
着いた展開となれば株価への影響は限定的となろう。バイデン大統領のインフラ投資及び家計支
援については引き続き超党派での議論が継続しており、良い進展があれば株価にポジティブ。

日経平均は上昇を予想
5月の日本株は、上旬に3日で2,000円近くの下落となるなど肝を冷やす場面もあったが、その後
は底堅い推移となり、月末には月初の水準を概ね取り戻した。今月の日本株は底堅い展開を予
想。国内では緊急事態宣言の20日までの延長が決定したものの、政府の施策が奏功しワクチン
接種がようやくペースアップしつつある。企業決算や指数の入れ替え等もこなし、あく抜け感も強い。
引き続き米国の雇用物価指標や、米欧の中銀動向は注視したい。

28,500 – 30,500円

33,500 – 35,800ドルダウは上昇

米国債10年 金利は横ばい 1.45 – 1.75%

米国債は金利横ばいを予想。
5月は雇用統計の大幅な減速で米10年債は一時1.5%を割り込む場面もあったが、長続きせ
ず。一方で物価指標の大幅な上振れやでFRB高官のテーパリングへの前向きな言及を受けても
金利上昇幅も限定的となっており、今月もレンジでの推移が継続とみる。一方で前月大きく市場
予想に乖離した雇用・物価指標や、FOMCでテーパリングへの具体的なスケジュール等に言及が
あるかは注目。また引き続きバイデン大統領による経済対策の議論の進展も注視したい。

日本国債10年 金利は横ばい 0.04 – 0.16%

日本国債は金利横ばいを予想
3月の日銀の政策点検後10年金利のボラティリティは大幅に低下している。6月の国債買入スケ
ジュールも大幅な変更は想定しづらく、引き続き国内固有の要因に乏しく米金利に連れた動きと
なりそう。但し、米金利が上値を試しても0.2％近辺では誘導レンジ上限が意識され買いも入り
やすいだろう。国内金利は引き続きレンジ内でのもみ合いとみる。
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◆ 今月の相場見通し④ 新興国通貨（アジア）

5/28 6月の予想 5月のレビュー 6月の見通し

中
国

人民元/円 17.26 16.8～17.5
ドル人民元は月末にかけてドル安人民元高が進行し
6.4を割り込んだ。加えて円安進行し人民元円は17
円を突破し上値追いの展開となった。元高の背景は
当局対応。一部で資源価格上昇抑制のために元
高が望ましいとの見方が台頭。当局は資源高抑制
のための元高誘導は否定しながらも、「上下双方向
の変動が普通」とし、元高容認と受け止められた。

安定的な中国経済の回復基調や貿易黒字の拡大から
人民元には先高感もある一方で、国有銀行のドル買い
も入るなど当局も急激な元高は志向していないとみられ
る。輸出企業への悪影響が懸念される局面では介入も
入るとみられ、人民元相場はじり高と予想。ただし米金
融政策動向からドル高に転じた場合には元安に切り返
す可能性もあり注意。

ドル/人民元 6.37 ６.28～6.48

タ
イ

バーツ/円 3.52 3.37～3.55
ドルバーツは1ドル31バーツ台前半のレンジ内で推移
した。ドル安圧力が強まる局面で31バーツに近付く
場面もあったが、タイ国内のコロナ感染動向の悪化や、
それに伴う景気先行き懸念が重石となった。1-3月
期のGDPは前期からのプラス成長は確保したものの
回復ペースは大きく鈍化、前年比ベースでは5四半
期連続のマイナスとなっている。

タイバーツは下落しやすい展開を想定している。新型コロ
ナウイルスの新規感染者数は過去最多を更新。昨年3
月から続く非常事態宣言が7月末まで延長されるととも
に、発出されている感染対策も同時期まで継続となった。
秋以降計画されていた観光客受入再開も不透明感が
強く、観光産業の比重大きい同国経済に厳しい状況。
ドル安弱まる局面ではドルバーツは上値を試すとみる。

ドル/バーツ 31.25 31.0～32.5

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ルピア/円 0.769 0.75～0.80
5月のルピア相場はドル安地合いのなかで資源価格
上昇も追い風となり買いが優勢となった。円も弱含み
対円も上昇。5/25に行われたインドネシア中銀会合
では3会合連続で3.5％の政策金利を据え置いた。
同会合でペリー・ワルジヨ総裁は将来的なデジタル・
ルピアの発行計画を表明した。

ルピアはドル安地合いが続く中では、新興国通貨は総じ
て資金流入しやすく目先底堅く推移すると想定。ただし
先行きには不透明感も強い。国内のコロナ感染者数は
ピーク時からは落ち着いているものの、アジア諸国の感染
拡大を受けて感染対策を強化している。経済回復も道
半ばで政策支援なしには弱さが伺える状況。積極的な
金融緩和方針からもルピア高の継続は難しいだろう。

ドル/ルピア 14,285 13,800～
14,500

イ
ン
ド

ルピー/円 1.52 1.47~1.54
ルピーは終始買われる展開で対ドルで2％強の上昇、
4月のコロナ感染状況の急速な悪化、中銀の金融
緩和策を受けて下落した相場を巻き戻した。変異株
の拡大により新型コロナ感染者数は引き続き高水準
にあるものの、感染拡大ペースが鈍化しつつあることや
ワクチン接種加速への期待から買い戻しにつながった。

5月の買い戻しによりインドルピー相場は2･3月につけた
高値に近付きつつあり、短期的なルピー上昇余地は限
定的とみる。感染抑制策による目先の経済下振れ懸念
は強く、再度の感染拡大リスクも残る。一方で中期的に
は外貨準備等のファンダメンタルズは新興国内では良好
で、アフターコロナで有望な市場のインドへの資金流入か
ら下値も限定的となろう。

ドル/ルピー 72.45 71.5～75.0
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◆ 今月の相場見通し⑤ 新興国通貨（中南米・ロシア）

5/28 6月の予想 5月のレビュー 6月の見通し

ブ
ラ
ジ
ル

レアル/円 21.03 20.5～21.5
5月のブラジルレアルは、ドル、円に対してともに上昇。
5月5日にブラジル中央銀行が0.75％の利上げを実
施したことや次回以降の会合で追加利上げを示唆し
たことを受けて、レアルは上昇した。それ以降、ドル高
要因などで一時反落したものの、月末にかけてブラジ
ル株式市場への資金流入からレアルも買われ堅調に
推移した。

6月のブラジルレアルは引き続き上昇を予想。インフレを
制御するため、6月16日のブラジル中央銀行の政策金
利決定会合では追加利上げが実施される可能性が大
きい。また、堅調な商品価格もレアルのサポート材料にな
るだろう。ドル/レアル 5.23 5.00～5.35

メ
キ
シ
コ

ペソ/円 5.51 5.40～5.70
5月のメキシコペソは、ドル、円に対してともに上昇。5
月13日にメキシコ中銀が政策金利を据え置いたが、
インフレの加を認めたことが利上げ観測を高め、ペソが
買われた。国際収支の改善もポジティブ材料となった。

6月のメキシコペソは上昇を予想。メキシコではコロナ感
染者が落ち着きつつあり、経済指標にも引き続き改善が
見られる。また、メキシコのインフレ率は中銀の目標値を
大幅に超えており、先々の利上げへの期待が高まりやす
いことからメキシコペソは上昇しやすい。ドル/ペソ 19.94 19.0～20.5

ロ
シ
ア

ルーブル/円 1.50 1.48～1.55
5月のロシアルーブルは、対ドル、対円でともに上昇し
た。ロシアのCPI上昇率は高水準で推移しており、ロ
シア中央銀行による更なる利上げ観測も強く、ルーブ
ルは堅調に推移した。堅調な原油価格や6月の米ロ
首脳会談への期待もルーブル買いにつながったとみら
れる。

6月のロシアルーブルは上昇すると予想。6月11日に予
定されているロシア中央銀行政策会合に向けて、利上
げを期待したルーブル買いが続く可能性が高い。世界の
経済活動の正常化による原油需要の拡大も原油価格
をサポートし、ルーブルにとってはポジティブになるだろう。ドル/ルーブル 73.18 71.0～74.5
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—ルピー・円（右軸) —ドル・ルピー（左軸)
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—人民元・円（右軸） —ドル・人民元（左軸)

—ルピア・円（右軸） —ドル・ルピア（左軸)—バーツ・円（右軸） —ドル・バーツ（左軸)
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—ペソ・円（右軸) —ドル・ペソ（左軸)
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—レアル・円（右軸） —ドル・レアル（左軸)

—ルーブル・円（右軸） —ドル・ルーブル（左軸)

◆ 新興国通貨チャート
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◆ 年間為替見通し

2021年 2022年
ポイント

6月 7～9月 10～12月 1～3月

ドル円
レンジ 108.5～111.5 106～112 107～113 108～115 9月にかけてはややリスク回避の円高でレンジ切り下

げを予想。年後半は米金利上昇につれドル一段高へ
期末値 110 108 110 112

ユーロ
ドル

レンジ 1.20～1.23 1.14～1.21 1.12～1.19 1.11～1.18
欧州復興基金設立をきっかけとしたユーロへの期待
はあるものの、米国や英国の中銀と比べてECBの緩
和は長期化するとみられユーロの押下げ要因となろ
う。

期末値 1.21 1.19 1.16 1.14

ユーロ
円

レンジ 130～135 125～133 124～133 124～133

期末値 133 129 128 128

ポンド
ドル

レンジ 1.38～1.44 1.31～1.43 1.30～1.42 1.29～1.40

主要国のワクチン接種普及に伴い、足元の英国の高
い普及率の優位性が薄れることに加え、原油価格の
上昇一服などもポンドの上値を抑えるとみる。

期末値 1.41 1.37 1.35 1.34

ポンド
円

レンジ 153～158 145～156 144～158 143～157

期末値 155 148 149 150

ドル
人民元

レンジ 6.28～6.48 6.20～6.50 6.40～6.80 6.35～6.75

6月に高値を付けたのちは年内は米金融政策面から
徐々にドル高地合いに転じることでレンジを切り上
げ。米中関係の悪化は元安リスクとして留意

期末値 6.30 6.40 6.50 6.45

人民元
円

レンジ 16.8～17.6 16.5～17.5 16.2～17.4 16.4～17.8

期末値 17.4 16.9 16.9 17.4

豪ドル
円

レンジ 83.5～87.5 80.0～88.0 82.0～90.0 82.0～90.0 グローバルな景気回復期待から底堅い動きが継続。
中国との貿易摩擦の先鋭化には注意。

期末値 86.0 86.0 87.0 88.0

タイバー
ツ円

レンジ 3.37～3.55 3.30～3.70 3.30～3.75 3.40～3.80 当面観光業を中心としたタイ経済の弱含みにより
バーツは軟調となりやすいが、年末にかけ持ち直し

期末値 3.50 3.40 3.50 3.57
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日本 米国 その他 日本 米国 その他

6/1(火) 1-3月期法人企業統計調査 5月ISM製造業景況指数 （豪）準備銀行理事会 6/14(月)

（中）5月製造業PMI 6/15(火) 20年債入札

6/2(水) 米地区連銀経済報告 5月PPI

6/3(木) 10年債入札 5月ADP雇用統計 5月小売売上高

5月ISM非製造業景況指数 6月NY連銀製造業景気指数

6/4(金) 4月家計調査 4月製造業受注 6/16(水) 5月貿易統計 5月住宅着工・許可件数 （中）5月生産・小売・投資

5月雇用統計 FOMC（結果発表）

6/6(日) （中）5月貿易統計 6/17(木)
6月フィラデルフィア連銀製造

業景気指数

6/7(月) 6/18(金) 5月消費者物価指数

6/8(火) 1-3月期GDP（二次速報値） 3年債入札 （独）6月ZEW景気指数 黒田日銀総裁定例会見

30年債入札 4月貿易収支
日銀金融政策決定会合（結果発

表）

4月毎月勤労統計（速報） 6/21(月)

5月景気ウォッチャー調査 6/22(火) 5年債入札 2年債入札

6/9(水) 10年債入札 （中）5月CPI 5月中古住宅販売

6/10(木) 5月企業物価指数 30年債入札 （欧）ECB定例理事会 6/23(水)
日銀金融政策決定会合議事要旨

(4/26～27開催分)
5月新築住宅販売 （欧）6月PMI（速報値）

5月CPI 5年債入札

6/11(金) 6/24(木) 20年債入札 1-3月期GDP（確定値） （英）BOE金融政策委員会

7年債入札 （独）6月IFO企業景況感指数

6/25(金) 5月個人所得・消費支出

6/28(月)

6/29(火) 2年債入札 6月消費者信頼感指数

5月労働力調査

6/30(水) 5月鉱工業生産 6月ADP雇用統計 （中）6月PMI

5月住宅着工件数
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◆ マーケットカレンダー
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【5/6～5/13】

◎20年版国勢調査人口14.1億人

中国国家統計局は11日、10年に1度の国勢調査（第7回目）の結果を
発表した。中国本土の人口は2020年11月1日時点で14億1,177万人で
、平均年齢は38.8歳となった。人口は前回調査時から5.4％増加し、
19年末と比べても1,100万人以上の増加だった。一方、60歳以上の人
口が全体の18.70％を占め、高齢化が進んでいる現状も浮き彫りになっ
ている。また、20年の出生率は4年連続減少したことも明らかになって
おり、高齢化が進行することで、早ければ27年に人口減少に転じると
中国社会科学院が予測している。

【5/14～5/20】

◎高齢者サービス産業が拡大、2030年13兆元の市場規模に
なると予測

中国で高齢化が進みつつある中、高齢者サービス産業が拡大する流れに
ある。中国民生部によると、全国老齢施設は4万2,300カ所あり、ベッ
ド数は430万床となっているが、入居している高齢者は215万人だけで
あった。今後は政府主導でサービス体系の整備に乗り出す予定であり、
医療や介護、ヘルスケア、高齢者向け用品など幅広い分野での引き合い
が高まる見込み。2030年には高齢者サービス産業の市場規模が13兆元
（約220兆円）に達するとの見方がある。
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◎外資情報の報告制度１日から実施開始

「外商投資情報報告弁法」が２０年１日１日より施行された。同弁法は、外国投資家や外商投資企業に対し、オンラインの「企業
登記システム」または「国家企業信用情報公示システム」を通じて関連当局に投資情報を提出するよう義務付けるもの。企業は
毎年６月末までに前年度の年度報告が必要となる。規定通りに報告を行わず、期限内に是正しなかった企業には１０万元～５０
万元の罰金が科される。

中国の動向-主要トピックス② りそな銀行上海駐在員事務所

主要経済指標
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【5/21 ～ 5/27】
◎中央５部門工業用商品価格に指導

中国国家発展改革委員会（発改委）、国務院、国有資産監督管理
委員会（国資委）、国家市場監督管理総局（市場監管総局）、中
国証券監督管理委員会（証管会）の５部門は２３日、主要業界団
体・企業に対し、不正な市場操作や偽りの価格情報の拡散などと
いった行為をなくし、正常な市場秩序を維持するよう指導した。
また、商品価格推移を追跡するほか、先物とスポット市場への監
督を強化する方針を示し、違法行為は厳しく取り締まることも強
調した。中国では国内外の需要拡大と原料高を背景として、鋼材
など工業用商品価格の高止まりが続いている。

【5/21 ～ 5/27】
◎発改委 消費拡大の注力分野を発表

中国国家発展改革委員会（発改委）は１８日、「モノ消費の拡大
」、「サービス消費の向上」、「新型消費の育成」、「都市部・
農村部消費の拡大」、「消費環境の改善」という５つの面におい
て消費拡大に注力すると明らかにした。モノ消費では、新車・中
古車に関する管理・制限の変更や撤廃、自動車・家電・家具中古
品の買い替え促進、ＶＲ等の新型電子製品の消費拡大を推進する
。サービス消費では、観光、ヘルスケア、医療・介護サービスの
消費拡大を促す。また都市部では国際消費センターとなる都市の
育成や地域性消費センターの整備に注力するとしている。

＜月次データ＞

項目 単位 2020/6 2020/7 2020/8 2020/9 2020/10 2020/11 2020/12 2021/1 2021/2 2021/3 2021/4

実質GDP成長率 ％ 3.2 - - 4.9 - - 6.5 - - 18.3 -

消費者物価上昇率 ％ 2.5 2.7 2.4 1.7 0.5 -0.5 0.2 -0.3 -0.2 0.4 0.9

都市部調査失業率 ％ 5.7 5.7 5.6 5.4 5.3 5.2 5.2 - 5.5 5.3 5.1

輸出額 10億ドル 212.8 236.8 234.4 238.6 236.3 266.9 281.8 263.9 204.8 241.1 263.9

輸入額 10億ドル 168.1 176.4 177.1 203.0 178.7 192.2 204.8 199.7 167.5 227.5 221.1

経常収支 100万ドル 56,866 - - 150,215 - - 273,980 - - 75,100 -

外貨準備高 10億ドル 3,112.3 3,154.4 3,164.6 3,142.6 3,128.0 3,178.5 3,216.5 3,210.7 3,205.0 3,170.0 3,198.2

主要政策金利 ％ 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35

対ドル為替レート 人民元 7.08 7.01 6.93 6.81 6.70 6.60 6.54 6.47 6.46 6.51 6.52

※ 対ドル為替レート：期末又は月末値　　主要政策金利：1年物貸出基準金利 出所：Bloomberg
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○国債購入が簡単に 中国 ビットコインの暗黒時代が到来？

第一財経（中国紙）によると、５月１０日から１９日まで
、スマホの銀行アプリを通じて国債を購入すること
が可能になりました。（現段階では、対応可能な銀行は４
行に限っているようです。）

ちなみに、中国では国債の購入は従来、銀行窓口、あるい
は各銀行のネットバンキングを通じてしか購入できない状
況でした。

報道によると、今回スマホアプリでも購入できる国債の
発行規模は４００億元（約６，７９５億円）で、固定
金利３．８％（３年間）と固定金利３．９７％（５年間）
の２種類です。

投資者の購入が一段と手軽になり、特に若者などスマホに
馴染んでいる世代における利用拡大が期待できると見込ま
れています。

中国の劉鶴副首相は21日に開かれた金融関連会議で、ビットコインの
マイニングと取引を取り締まる方針を示しました。これはビットコイ
ンを含む仮想通貨への規制強化に向け、本格的な取締を進めていくも
のとして見られています。

内モンゴル自治区政府は26日、新たな仮想通貨マイニングに関する
規制措置の草案を発表し、マイニングを実施する業者及び許可なくマ
イニング業者に電力を供給する行為に対する罰則など内容が盛り込ま
れました。

その後、仮想通貨取引やマイニングなど関連業務を手掛ける企業か
らは、中国からのアクセス制限が相次いで出ていると報道されていま
す。

メディア（第一財経、中国紙）によると、世界における75％の仮想
通貨マイニング活動は中国国内で行われており、マイニング施設は四
川省や内モンゴル、新疆に集中している模様です。四川省にある一つ
のマイニング施設を例にすると、50台のマイニング設備（大型専用コ
ンピューター）の年間電力消費量は約60万人民元（約1,020万円）で
す。四川省は水力発電所が多いのに対し、内モンゴルと新疆は石炭火
力発電となるため、自然環境への負荷が非常に高く、カーボンニュー
トラルの推進計画を阻害する懸念も出ています。また、全世界におけ
る仮想通貨マイニングに関する年間電力消費量（2020年時点）は約
133.69TWhで、スウェーデン1国分よりも多く、マレーシアに匹敵
する水準まで達しているとCambridge Universityが研究データを発
表しました。

中国における仮想通貨に関するマイニングと取引への規制は、これ
から世界範囲でどのような影響を及ぼすのか興味深いです。
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別では、中国向けの輸出額が３５．４％増と最多。米国、日本、EU、オーストラリア、

タイの景気動向
◆タイ中央銀行が発表した2021年3月の主要経済指標（速報値）によれば、タイ経済は新

型コロナウイルス感染第2波が発生以降、国内の景気は徐々に改善していた。個人消費指数

は前年同月比1.8％増。非耐久財の消費が1.8％減少した一方、半耐久財の消費が6.0％増、

耐久財の消費が13.3％増。民間投資指数は同5.7％上昇。機械・設備投資を中心とした資本

財の輸入は引き続き拡大したが、建設部門の投資は低迷した。公共投資は減少に転じた。

工業生産指数は同4.1％上昇した。

◆タイ商務省によると、2021年3月の輸出額は前年同月比8.5％増の242億2,245万米ドル

と、単月ベースで過去最高となった。変動の激しい金、石油、武器を除いた輸出は同

12.0％拡大した。新型コロナウイルスのワクチン普及、米国の大規模な財政刺激策による

世界的な需要の回復等が挙げられる。農産物・加工品の輸出は前年同月比5.8％増、工業製

品は同2.0％増。自動車・同部品、ゴム製品、プラスチックペレット、化学品等の輸出は好

調だった。ハードディスク駆動装置（HDD)等は減少した。市場別では、中国向けの輸出額

が35.4％増と最多。米国、日本、EU、オーストラリア、中南米、ＣＬＭＶ諸国（カンボジ

ア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）向けも拡大したが、東南アジア諸国連合、中東向け

主要経済指標
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は減少した。3月の輸入額は同14.1％増の235億1,165万米ドル。この結果、貿易収支は7

億1,080万米ドルの黒字となった。一方、3月の対米ドル・バーツ相場は平均で1米ドル＝

30.78バーツで、前月の29.99バーツ比バーツ安だった。

◆日本格付研究所（JCR)は26日、タイの外貨建長期発行体格付を「A-」、格付見通し

を「安定的」、自国通貨建長期発行体格付を「A」、格付見通しを「安定的」で据え置

いた。金融システムの安定性や輸出産業を中心とする強固な経済基盤等が評価

された。

◆タイ商務省が発表した4月の一般消費者物価指数（ＣＰＩ）は、前年同月比3.41％

上昇し、14カ月ぶりに前年同月を上回った。食品・飲料は同0.40％上昇した。

非食品は同5.34％上昇。政府による電気・水道料金への補助措置が終了したことや、

燃料の大幅な値上がり等が挙げられる。また、今年1～4月のＣＰＩ平均値は前年同

期比0.43％上昇した。

＜月次データ＞

項目 単位 2020/6 2020/7 2020/8 2020/9 2020/10 2020/11 2020/12 2021/1 2021/2 2021/3 2021/4

実質GDP成長率 ％ -12.1 - - -6.4 - - -4.2 - - -2.6 -

消費者物価上昇率 ％ -1.6 -1.0 -0.5 -0.7 -0.5 -0.4 -0.3 -0.3 -1.2 -0.1 3.4

失業率 ％ 1.0 2.2 1.9 1.8 2.1 2.0 1.5 1.5 1.5 1.5 -

輸出額 100万ドル 16,464 18,819 20,212 19,621 19,377 18,933 20,083 19,707 20,219 24,222 -

輸入額 100万ドル 14,785 15,476 15,863 17,391 17,330 18,880 19,119 19,909 20,212 23,512 -

経常収支 100万ドル 182 1,599 3,545 1,440 674 -1,294 -829 -673 -1,071 -806 -

外貨準備高 10億ドル 241.6 250.4 254.5 251.1 248.5 253.5 258.1 256.8 253.9 245.5 250.4

主要政策金利 ％ 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50

対ドル為替レート バーツ 31.2 31.4 31.2 31.4 31.3 30.5 30.1 30.0 30.0 30.8 31.3

※ 対ドル為替レート：期末又は月末値　　主要政策金利：タイ翌日物レポ金利 出所：Bloomberg



◎注意事項をよくお読み下さい

◎注意事項 お問い合わせは、取引店の担当者までご連絡ください。
当資料に記載された情報は信頼に足る情報源から得たデータ等に基づいて作成しておりますが、その内容については明示されていると否とにかかわらず、弊社がその正確性、確実性を保証するものではありません。また、こ
こに記載された内容が事前の連絡なしに変更されることもあります。また、当資料は情報提供を目的としており、金融商品等の売買を勧誘するものではありません。取引時期などの最終決定はお客さまご自身の判断でな
されるようお願い致します。

りそな マーケットフラッシュマンスリー
＆アジア・新興国FXフラッシュ

(2021年6月号）

タイにおける自動車産業の動向 りそな銀行バンコック駐在員事務所

15


